
　親友のイギリス人、ブライアン ロング氏は世界でも数少な

い自動車歴史家で、イギリスのVeloce 社からこれまでに、

ポルシェ 356、911、914、924、944、ボクスター、

デイムラーSP250、ジャガーXJ-S などの各種スポーツカ

ーの歴史をひもといた書籍を中心に合わせて約60冊出版し、

日本車ではレクサス、トヨタ セリカ、MR2、ホンダNSX、

スバルインプレッサ、ミツビシ ランサー、ニッサンZ、マツ

ダMX-5、RX-7 などをカバーしてきたが、彼の著作の中で

もポルシェ911に関する全5巻は圧巻といっていいだろう。

　現役時代にマツダのスポーツカーづくりの一端を担ってき

た私も、ポルシェのクルマづくり、中でも世界中のスポーツ

カーファンの心をつかんで離さない、ぶれのない哲学に強い

感銘を受けてきたし、ポルシェ356B、964カレラ4を所有

したことのあるポルシェファンの一人としても、彼の手による

ポルシェ911関連書籍の日本での出版を願ってきた。今回の

企画はブライアン ロング氏、三樹書房、それに私の思いが一

致したものであり、非力ながら翻訳と監修のお手伝いをさせ

ていただくことになったことを非常にうれしく思っている。

　本書の編集にあたっては、ポルシェ本社のアーカイブと強

い信頼関係を築いてきた彼ならばこその未発表写真をふんだ

んに盛り込んだ、しかもポルシェの歴史に関しては世界的に

右に出るものがいない彼ならではの、既存のポルシェ関係書

籍とは異なるものにしたいという思いでも三者が一致したも

のであり、年式別に「観て楽しめる」本書は、日本のポルシ

ェファン、スポーツカーファン、更にはこれからの日本のク

ルマづくりを担っていかれる方々などにお読みいただければ

幸いである。

翻訳／監修　小早川隆治
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911以前のポルシェ

911が生まれるまで

1965年型911

1966年型911
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付録 I　  車体番号と生産台数

付録 II　 エンジン主要スペック

付録 III　モデル別搭載エンジン形式一覧表（１９６５～１９７３）

デザイン・レイアウト／佐藤邦仁



CHAPTER ONE

PORSCHE, BEFORE THE 911
911のルーツをたどる

　「ポルシェ」という名前から思い描くイメージは、世

代やその人のクルマへの思い入れなどによって大き

く異なる。ある人はダックテイルを特徴とするカレラ

RSを、別の人は、ロードカーのパフォーマンスに新

たな基準を定めた930ターボを思い浮かべ、また若

い世代の中には、最後の空冷エンジン車、993シリー

ズを連想する人も少なくないだろう。そんな違いはあ

るが、確かなのは、大半の人にとってのポルシェと言

えば歴代911のいずれかを連想させるといっても過

言ではないことである。

　しかし、ポルシェという会社は長年にわたり、ただ

同じクルマを作り続けてきたわけではない。製品を着

実に進化させる事をポリシーとしているのである。ま

た、真のGTカーともいえる911のコンセプトがど

こから来たものか、ということも、ポルシェの愛好家

たちなら理解しているだろう。911のルーツをたどり、

なぜ911が非常にユニークなキャラクターを持つこ

とになったのかを明らかにするために、まず初めにこ

の名高いドイツのメーカー、ポルシェ社の歴史からひ

もといていくことにしたい。

　ポルシェ社の創業者、フェルディナンド・ポルシェ

博士は戦前、多くの主要な自動車関連企業で設計者、

エンジニアとして活躍し、ドイツでは最高の名声を獲

得していた。1931年の春には、自らが精選したメン

バーによる小さなチームと共に正式に自分の会社をシ

ュツットガルトに設立した。そしてそのメンバーのひ

とりが、21歳の彼の息子フェルディナンド“フェリー”

ポルシェだった。

　ポルシェ博士の自動車関連企業における優れた実績

から、彼の設立した会社は部品から完成車の開発にい

たるまで非常に多くの依頼を受けた。完成車の開発の

なかでも以下の2つのプロジェクトは、ひときわ素晴

らしいものであった。ひとつはライバルであるメルセ

デスベンツとのグランプリ争いを制したアウトウニオ

ンカー。そしてもうひとつは、それより平凡ではある

が自動車の歴史を語る上で重要なクルマの1台となっ

た、フォルクスワーゲンのロードカーである。

　第二次世界大戦が勃発したころ、アドルフ・ヒトラ

ーはちょうどフォルクスワーゲンの最終計画を指示し

ているところであった。この計画は、国家社会主義ド

イツ労働者党（ナチ党）の資金提供による国民車プロ

ジェクトであり、この計画に関連する軍との多岐にわ

たる契約は、ポルシェ社に恩恵と災いの両方をもたら

した。なぜなら、1945年に戦争が終わった時、ポル

シェ博士はヒトラーとの関係を疑われ逮捕されたから

である。リーダーが投獄され、資金は底をつき、つい

にはシュツットガルトからの撤退を余儀なくされた。

オーストリアの片田舎グミュンドに構えたスタジオに

は粗末な設備しかなく、シュツットガルトの施設はア

メリカ軍に占領され、会社は窮地に陥っていた。その

後博士は釈放されたが、健康状態が悪化し、1951年

1月にこの世を去った。

　一方で、フェリー・ポルシェは父と同じように優れ

たリーダーとしての才能を見せはじめていた。イタリ

アからグランプリカーの開発委託を受け、この戦前の

アウトウニオンを下敷きにしたデザインは「シチタリ

ア」の誕生を導くことになるが、その委託料を父の保

釈金の原資にするとともに、VWのコンポーネントを

ベースにしたスポーツカーを作る計画を実現させてい

った。これがのちにタイプ356として知られるよう

になるクルマで、今日我々が知るポルシェブランドの

礎石となるモデルである。

　356のプロトタイプは、ミッドシップエンジンの後

輪駆動車（MR）で、そのMRレイアウトはグランプ

リカーとしての実績を積んだアウトウニオン車から借

用したものである。エンジンは、排気量1131cc の

VWの空冷4気筒エンジンをチューニングしたもので、

4速ギアボックスと組み合わされた。しかし、生産型

では、VWのようにパワーユニットをさらに後ろに移

動させることにより、スペース的により実用的なリヤ

エンジン、リヤドライブ（RR）方式が採用された。ち

なみに、排気量は、国際競技の1100cc クラスに参

戦できるよう、導入直後に1086ccに変更されている。

1948年、オーストリアのグミュンドで356が完成

　ミッドシップにエンジンを搭載した唯一の 356

（NO.1 とも呼ばれる）は、1948年 3月に完成した

が、そのわずか3ヵ月後にはRRのショウルームモデ

ルが何台か準備された。これらの初期モデルは、手作

業で作られたアルミニウムボディー車で、ポルシェの

聖なる故国シュツットガルトに戻る前にオーストリア

のグミュンドで作られたことから、「グミュンドモデル」

と呼ばれる。この頃までにはイギリス軍将校の力によ

りVWの生産が再び軌道に乗り、1948年秋からは定

期的な部品供給が確保できるようになった。1948年

から1951年はじめにかけてグミュンドで作られた

356は、およそ50台であった。その頃シュツットガ

ルトのポルシェ工場は、まだアメリカ軍に占領されて

いたが、フェリー・ポルシェは新たなスポーツカーを

生産するため、シュツットガルトにもどる準備をして

いた。

　そして彼は、1950年のはじめにシュツットガルト

のポルシェ工場の隣にあるロイターのボディー工場を

経由して帰ることになるのだが、ロイターは自動車メ

ーカーとしてはまだ駆け出しの会社であったポルシェ

に工場のスペースを貸すかわりに、356のスチール製

ボディーを作る契約を結んでいる。

　1950年 4月についに最初のスチール製ボディー

が完成した。これらはモデル形式の付かない356、ま

たはプリAモデルとして知られている。多数の変更が

加えられてはいるものの、アルミボディーのグミュン

ド製モデルに非常に近いものだった。常時、しかも段

階的な改良を加えるという、ポルシェのポリシーは、

この頃から確立され、以後ポルシェという名前が有名

になってからも広告などで巧みに使われてきた。当初

は2ドアクーペとカブリオレが用意されたが、伝統的

なライトウエイトスポーツカーを望む人達のために、

スピードスターがプリAモデルの末期に追加された。

1.1リッターエンジンは、1954年に中止となったが、

1951年に登場した1.3 リッターと1.5 リッターエ

ンジンは残った。

　マイナーチェンジモデル356Aは、1955年のフ

ランクフルトショーで正式に発表された。時代の流れ

に沿って目立たないところを中心に、わずかなリファ

インが行なわれ、サスペンションが進化し、1.5リッ

ターエンジンは1.6リッターに変更された。それと同

時に各種の国際レースで活躍したレーシング550ス

パイダーに搭載された素晴らしいDOHC1.5リッター

カレラエンジンが、オプションで用意された。

　ポルシェ創業の地であるシュツットガルト工場（第

1工場）は、1955年12月にアメリカ軍から返還さ

れ、返還後直ちに小さなデザインセンター、実験工場、

レーシングショップなどの部門が設立された。ポルシ

ェ社はレースにも積極的に取り組み、シュツットガル

トへ戻ってから数年後には、ワールドスポーツカーチ

ャンピオンシップ、GTレーシング、ヨーロピアンヒ

ルクライムチャンピオンシップ、トップクラスラリー

などでさまざまな偉業を成し遂げるとともに、短期の

取り組みではあったがF1、F2への参戦も行なわれた。

F1への参戦がポルシェに8気筒エンジンを作る大き

な動機を与えたが、そのエンジンが後の章で取り上げ

る空冷6気筒エンジンへと進化するのである。

　356Aは、1957年フランクフルトショー出展のタ

イミングでシャシーとボディーにマイナーな改良がい

くつか行なわれたが、特に注目すべき変更点は、エン

ジンの種類が整理されて、1.6リッターとDOHC1.5

リッターカレラ4の2種類になったことである。その

後1958年半ばから、カレラエンジンも1.6 リッタ

ーになり、そのままでGTクラスのレースに参加可能

なGTバージョンは、115bhpを発生した。それから

あまり日をおかない1958年 8月、より快適なコン

バーチブルDモデルの登場によってスピードスターの

生産が終了となり、それ以外は、356Bが紹介される

までほとんど変更はなかった。

356シリーズは1965年の356Cで終了し、

901プロジェクトへ

　356Bは 1959年のフランクフルトショーでデビ

ューを飾った。シャープなフェンダーラインと、アメ

リカの規制に合わせて一新されたバンパー回りのデザ

インから、356Aと容易に見分けることができる。

　伝統的なクーペとカブリオレモデルに加えて、限ら

れた期間ではあったが、コンバーチブルDに取って代

わるロードスターと呼ばれるベーシックなオープンカ

ーが加わり、その1年後には、短命のカルマンハード

トップクーペが追加された。

　356Aのパワーユニットは継続使用され、1.6リッ

ターに90bhp バージョンが追加されたが、それは大

変高価だったカレラエンジンの終わりを意味していた。

　ポルシェ社は順調に成長を遂げ、1959年には第3

工場の操業を開始した。生産量が増え、デザインは熟

成され、市販モデルの変更は少なくなったが、1961

年にはフランクフルトショーで新しいT-6ボディーの

356Bの改良モデルを目撃することになる。そのボデ

ィー変更点は、フロントとリヤウィンドーの拡大、フ

ロントフードとリヤのエンジンフードのデザイン変更

などであった。また1962年 4月に登場することに

なる2リッターカレラエンジンが発表され、130bhp 

カレラ2にはポルシェとして初のディスクブレーキが

採用された。そしてこの時期に累計5万台目のドイツ

シュツットガルト製のポルシェがラインオフした。

　356の最終型356Cは、1963年7月に登場して

4 CHAPTER ONE  PORSCHE, BEFORE THE 911    5



6 CHAPTER ONE  PORSCHE, BEFORE THE 911    7

1936年のアウトウニオンのグランプリカーとフェ
ルディナンド・ポルシェ。ポルシェ博士の手による
このクルマは、ミッドシップ（MR）のレイアウト
を採用しており、ドライバーの後部に過給器付V型
16気筒エンジンを搭載していた。この時代のレー
シングカーの多くは FR（フロントエンジン・リヤ
駆動）レイアウトであり、これは1950年代末ま
で変わることはなかった

シュツットガルトのツッフェンハウゼン地区のポルシェデザインオフィス。写真のクルマは初期のフォルクスワーゲンで 、フェルディナンド・ポルシェの設計によるこの水
平対向4気筒を搭載した国民車は、あのT型フォードより数多く販売し、また長い期間売れ続けた

いる。クーペとカブリオレのみであった356Bの T-6

ボディーが356Cにも受け継がれ、新型1.6 リッタ

ーエンジンが2リッターカレラエンジンと平行して採

用され、カレラ2に初採用されたディスクブレーキも

全モデルに標準装備された。

　356シリーズの生産は、公式には 1965年 9月

に終了したものの、1966年3月にも少量の356が

作られ、総生産台数は76,313台となった。356は

17年間にわたり販売され、標準仕様として用意され

たエンジンのサイズは1.1リッターから1.6リッター

へ排気量をアップし、ツインカム（DOHC）のカレラ

エンジンは最終的に1966ccまでに拡大された。ドラ

ムブレーキはディスクにおきかえられ、356が誕生し

た当初に装着されていた時代遅れの16インチのクロ

スプライタイヤは、ラジアルタイヤを履いた15イン

チホイールに変更されている。またサスペンションの

変更と改良により、初期モデルに見られた突然起こる

オーバーステアは抑えられていった。

　この頃までには、フェリー・ポルシェは父親と並ぶ

著名人になり、ポルシェが生み出したこのスポーツカ

ーはヨーロッパ、アメリカで熱烈な支持者を獲得し、

多くの愛好家達の心をつかんでいった。

　しかし、時は移り、ポルシェブランドを維持するた

めに356に変わる新たなクルマが必要となった。当

初の開発コンセプトは4シーターだったが、途中で2

＋2に変更、ホイールベースを短縮するなど、少々の

回り道の末、タイプ901プロジェクト（後の911モ

デル）が誕生したのであった。

テスト中のポルシェNo.1（エンジンをミッドシップに搭載した唯一の356プロトタイプ）
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CHAPTER THREE

THE 1965 MODEL YEAR
新開発の6気筒エンジンを搭載

　最初の生産型ポルシェ911は、1964年製造が開始

され、9月にドイツで1965年型として発売された。　

　911は、ツッフェンハウゼンの工場で生産され、この

工場で 356の生産が開始された 1950年以来となる、

最初の新型ロードカーであった。加えて初めてフォルク

スワーゲンの４気筒をルーツとするエンジンではなく新

開発の６気筒エンジンを搭載するなど、フォルクスワー

ゲンとの距離を大きく離したモデルとなった。初期プロ

トタイプのテストを許されたジャーナリスト達がこのク

ルマに対し高い評価を与え、これを知った多くのファンは

911に大きな期待を寄せ、店頭に並ぶのを心待ちにした。

　価格は当時のメルセデスベンツ230SL よりほんの少

し高い21,900DM（ドイツマルク）であり、カレラ2

（356の 2リットルバージョン）よりは1800DM安く

設定された。

シングルエキゾーストパイプになり、5連メーターを装備

　初期のショーモデルと生産車を比べると多くの違いが

ある。外観では、生産車のフロントバンパーにはオーバ

ーライダーが装着され、リヤのオーバーライダーは、シ

ョーカーと形状が異なるものが採用された。これは試作

段階ではツインエキゾーストパイプであったものが、生

産車では左側のコーナー部に近い位置のシングルエキゾ

ーストパイプになったためである。さらに、フロントに

はフォグライトが、サイドにはラバープロテクターが装

着され、ホイールキャップとフューエルリッドのデザイ

ンが見直された。新たなグリル形状と、右側にゴールド

の‘‘PORSCHE’’マークが追加されたエンジンカバーも

目をひくものとなった。

　室内に目を転じると、ダッシュボードもショーモデル

とは異なり、5連のメーターが装備され、この変更はそ

の後911のトレードマークとなった。また、助手席のア

シストグリップも追加されている。

　パワートレインでは、ショーモデルは（ソレックス製）

2連トリプルチョークユニットであったのに対し、生産

車では6連の独立型キャブレターに変わるなど何点かの

改良が行われた。その上新しいデザインのエアクリーナ

ーと冷却用ファンに変更されている。

　911発売初期には、非常に多くのオプションが設定さ

れていた。主なオプションはZF製のリミテッドスリッ

プデファレンシャル、アウトサイド（右側用）ドアミラ

ー、対米仕様車には標準装備されていたフロントバンパ

ー用オーバーライダー（ゴム製のトリムは前後ともオプ

ション）、ホーングリルに装着するフォグライトまたはド

ライビングライト、リヤワイパー、エナメルのポルシェ

エンブレム付きハブキャップ、サンルーフなどの外装パ

ーツの他、補助ヒーター、ステレオ機器、スポーツシート、

シートベルト、レザートリムなどがあった。ほかにも特

別装備としてエアコンなどの設定もあったが、市場に出

まわるまでにはかなりの時間を要した。

世界的人気のため911のボディが不足

　1965年 2月からは、アメリカで販売が開始され、右

ハンドル仕様車は1965年 5月から市場へ導入された。

しかし、911は世界的な人気モデルとなったため、発売

初期にはのボディーが不足する事態となっていた。911

の生産工場として稼働していたロイター社は、当時すで

にポルシェの所有となっていたが、ここでの生産では間

に合わず、その後カルマンコーチワークスの援助を求め

解決するのだが、しばらくの間はディ－ラーからの需要

に対し、供給がまったく追い付けない状態が続いた。こ

のため、911のボディに水平対向4気筒エンジンを搭載

して、価格を抑えたモデルとして準備していた912の発

表は、当初の予定から延期されたのである。　

　1965年型は、フロントの走行安定性が改善され、全

体的なギヤ比の見直しが実施されるなど、いくつかの改

良が行なわれた。また、ダッシュボードにも変更が加え

られ、木製単版が取り付けられた。
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貴重な1964年10月の日付のあるドイツ語で書かれた911の販売促進用資料（上）とテクニカルデータブック。表示はすでに911になっているが、
後部を描いたイラストレーションにはまだモデル名を示すバッジがなく、極めて初期に作られた911関係の印刷物である

Standard Coachwork Colours (1965)

Ivory (131), Ruby Red (015), Signal Red (016), Slate 

Grey (615), Champagne Yellow (111), Irish Green (213) 

and Sky Blue (314). 

Special Coachwork Colours (1965)

Black, Dolphin Grey, Togo Brown and Bali Blue.

Trim Colours & Materials (1965)

Black, Red, Brown or Beige vinyl, with leather as an 

option. Seat inserts came in Black, Red, Brown or 

Beige leatherette, or black/red/white, black/white or 

black/brown/white dog-tooth check cloth. Carpets came 

in Black (Charcoal Grey).
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スタジオで撮影されたカットであるが、テールバッジが付けられる以前の911のプリプロダクションモデルであり、非常にめずらしい写真である

ポルシェ工場で生産され、出荷が待たれる初期の生産型911（1965年）。リアに取り付けられた「PORSCHE」のエンブレムは各アルファベットの文字が1本に連なるデザイン

1965年1月に制作された英語表記のカタログの表紙と裏表紙

1965年に撮影されたポルシェ工場。発表後、生産が追いつかなかったほど人気を博した911の完成直前と思われるボディーが、所せましの状態で置かれていることに注
目。911の製造にあたっては、ボディー関連の外装部品が先に組み付けられてからサスペンションやエンジン関係の工程に移行し、生産されていたことがわかる
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ジュネーブショー用に作られた1ページ物のパンフレット。ドイツ語、英語、フランス語で詳細やテクニカルスペックが書かれている 356の4気筒エンジンを搭載した912は1965年4月に発表されたものの、911の人気でボディーの供給不足が起こり、すぐには生産に入れなかった
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1965年 1月制作のらせんとじの
ドライバーズハンドブック



96 CHAPTER TEN　THE 1972 MODEL YEAR    97

角型ドアミラーが付く911とともに、「量より質」
というフェリー・ポルシェ博士のポリシーが書か
れたドイツ語の広告

1971年9月の印刷された2.4リッターモデルの英語版。このスペック表によると、T、E、S、3タイプのボディーサイズ（4147/1610/1320mm）や車重（1050kg）
が同一であり、エンジン出力差によって最高速度（205/220/230km/h）などが異なっていることがわかる

1972年型のタルガ（手前のモデル）、クーペ（左）、
914（右）。この頃になると、外観からは見分けは
つかないが、2.2 リッターモデルから排気量をア
ップした2.4 リッターモデルのホイールベースは
3mm延長され、2271mmとされた
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911カレラに付けられたRSの文字は、レーシング・スポーツを示す名称である。カレラは、FIAのホモロゲーションを取得するために開発されたモデルであり、オリジ
ナルの911に比べて2.7リッターに拡大されたエンジンの他、オリジナルの911に対してボディーには全体に手が加えられていた。“ダックテール”と呼ばれたリヤス
ポイラーは、高速域で効果を発揮した。ワイドタイヤ／ワイドホイールへの換装の為にフェンダーが拡幅され、フロントのポルシェ社のエンブレムを除き、リヤのエンジ
ンカバーなどのエンブレム類は、シールタイプに変更されている。グレードは、レーシング（M491）、スポーツ（M471）、ツーリング（M472）の3種類が用意されて
いた。このカタログモデルは異なるが、フロントスポイラーにオイルクーラーを装着できるスペースを設けたタイプ（p112参照）が量産された

グランプリホワイトで塗装され、サイドシルのラインの上
のCarrera のロゴが白抜き仕上げによる量産型のカレラ
RS。カレラ RSの重量は 960kg と発表されているが、
このようなツーリングバージョンは、スポーツバージョン
に比べて115kg重かった。
このカレラRS（フロントには6J× 15のホイールと、
185/70 のタイヤ、リヤには幅広の 7J のホイールと、
215/60VR15のタイヤを装着）のホイールはセンター
キャップを除き中央部分が赤で装飾されたフックス社製ア
ルミ鍛造ホイール。ホイールナットまで軽量化のために軽
合金で作られている

最高出力210bhp を誇るカレラRSに搭載された
911/83エンジン
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